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 富士山憲章ニュース 

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議 

（富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
） 

  

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
７
市
町
村

（富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中

湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
、
身
延

町
）、
２
つ
の
恩
賜
林
組
合
（富
士
吉
田
市
外

二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・

富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
）

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
10
年
に
山
梨
・

静
岡
両
県
で
制
定
し
た
「富
士
山
憲
章
」の

普
及
啓
発
や
、
富
士
山
の
環
境
保
全
と
適

正
利
用
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

 

令
和
元
年
度 

活
動
報
告 

 
 

 

昨
年
度
も
、
大
変
多
く
の
方
々
に
当
セ
ン

タ
ー
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

 
 
 

 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
に
お
け
る
マ
イ
カ
ー
規

制
中
の
混
雑
期
、
山
梨
県
立
富
士
北
麓
駐

車
場
（富
士
山
パ
ー
キ
ン
グ
）に
て
実
施
し
た

「富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
は
、

計
７
日
間
、
の
べ
７３

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
開
山
中
に
訪
れ

る
多
く
の
登
山
者
や
観
光
客
に
富
士
山
の

環
境
保
全
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
、

ま
た
駐
車
場
内
の
清
掃
活
動
も
行
い
ま
し

た
。 

 

「第
１７

回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士

山
あ
て
年
賀
状
～
」に
は
、
３９

都
道
府
県
か

ら
１
１
６
９
点
の
ご
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。

入
賞
作
品
２０
点
は
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
富

士
山
へ
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
力
作
を
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
「富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」を
開

催
し
、
構
成
資
産
で
あ
る
旧
胎
内
（船
津
胎

内
樹
形
）か
ら
新
胎
内
（吉
田
胎
内
樹
形
）、

そ
し
て
中
ノ
茶
屋
ま
で
の
古
道
を
歴
史
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
山
歩
き
し
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
環
境
学

習
会
や
、
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
入
口
付
近
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

令
和
２
年
度 

事
業
内
容 

  

令
和
２
年
度
の
ス
タ
ー
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
施
設
の
休

館
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
美
し
い
富
士
山

を
末
長
く
後
世
に
引
継
い
で
い
く
た
め
、
富

士
山
憲
章
の
普
及
・定
着
を
図
る
行
動
を
行

う
と
と
も
に
、
富
士
山
の
環
境
保
全
に
向
け

て
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
行
動
で
き
る
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
「富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」は
、

富
士
北
麓
の
植
物
相
や
、
富
士
信
仰
の
史
跡

を
実
際
に
た
ど
り
な
が
ら
富
士
山
の
自
然

と
歴
史
を
味
わ
え
る
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
「富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
～
富
士
山

あ
て
年
賀
状
～
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
富
士

山
へ
の
愛
に
溢
れ
た
作
品
を
全
国
か
ら
募
集

し
ま
す
。
入
賞
・入
選
２
０
０
点
に
つ
い
て
は
、

県
内
外
各
所
に
て
巡
回
作
品
展
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
今
年
度
も
引
き
続
き
清
掃
用
ゴ
ミ

袋
や
軍
手
、
「富
士
山
環
境
保
全
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」を
無
料
で
配
布
い
た
し
ま
す
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
は
富
士
山
の
気
象
・地
形
・地
質
・

動
植
物
・歴
史
・文
化
や
保
全
対
策
な
ど

様
々
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

11月2日（土）第２回富士山エコトレッキングにて歴

史の解説を聞きながら山歩きする参加者の方々 

右から環境保全ガイドブック、ゴミ袋、軍手 

「富士さんへ謹賀新年」の巡回展 登山者へゴミの持ち帰りを呼びかける「富士山美化

啓発キャンペーン」ボランティアの方々 
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富
士
山
環
境
保
全
募
金
・寄
付
金 

募
集
の
お
知
ら
せ 

  

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆

様
か
ら
の
募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

富
士
山
の
環
境
保
全
の
た
め
の
費
用
と
し
て

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

募
金
箱
は
次
の
場
所
に
設
置
し
て
お
り
ま

す
。 

・ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

・ 

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

・ 

道
の
駅 

富
士
吉
田 

・ 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル 

・ 

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

・ 

富
士
湧
水
の
里
水
族
館 

・ 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

・ 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

・ 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

・ 

富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所 

・ 

河
口
湖
自
然
生
活
館 

・ 

道
の
駅 

な
る
さ
わ 

・ 

な
か
と
み
和
紙
の
里
現
代
工
芸
美
術
館 

 

※
一
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
、

団
体
に
は
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

第
１７
回
富
士
さ
ん
へ謹
賀
新
年 

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～ 

入
賞
・入
選
作
品
展
の
お
知
ら
せ 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
政

府
の
方
針
を
踏
ま
え
、
当
面
の
間
休
止
し
て

お
り
ま
し
た
「第
１７
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新

年
～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～
」入
賞
・入
選

作
品
展
を
再
開
い
た
し
ま
す
。
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
、
富
士
山
へ
の
愛
に
溢
れ
た
力
作

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

今
後
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。 

 

尚
、
今
後
も
開
催
日
程
等
に
変
更
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｈ
Ｐ
に
て
最
新
の
情
報

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

７
月
９
日
（木
）～
７
月
２７
日
（月
） 

 
 

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

８
月
３
日
（月
）～
８
月
３１
日
（月
） 

 
 

山
梨
中
央
銀
行
本
店 

９
月
２
日
（水
）～
９
月
１６
日
（水
） 

 
 

山
中
湖
村
役
場 

１０
月
１３
日
（火
）
～
１０
月
２８
日
（水
） 

 
 

な
か
と
み
和
紙
の
里
現
代
工
芸
美
術
館 

１２
月
１７
日
（木
）
～
１
月
１４
日
（木
） 

 
 

韮
崎
市
立
大
村
記
念
図
書
館 

 
富
士
山
憲
章
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク 

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い 

 
 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富

士
山
憲
章
の
普
及
・定
着
を
図
る
た
め
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
富
士
山
憲
章
の

主
旨
や
富
士
山
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
「富
士
山
憲
章
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
」を
作
成
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
で

は
、
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
背

景
、
植
物
の
分
布
、
美
し
い
景
観
を
守
る
た

め
の
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

富
士
山
の
自
然
や
動
植
物
、
今
抱
え
て
い
る

問
題
な
ど
に
つ
い
て
自
分
た
ち
で
調
べ
な
が

ら
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
富

士
山
学
習
等
に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

富
士
山
憲
章
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
、
富
士
山

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

（http
s://w

w
w

.y
am

an
ash

i-k
an

k
ou

.jp
/

v
olu

n
teer/ 

） 

第17回富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～ 

入賞・入選作品展（山梨県立富士山世界遺産センター） 

募金箱 

富士山憲章ワークブック 
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令
和
元
年
度
は
、
二
度
の
大
型
台
風
の
襲

来
や
登
山
道
の
落
石
、
本
年
年
明
け
か
ら
の
コ

ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
活

動
内
容
も
大
き
く
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
・キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
延
期
や
中

止
、
登
山
道
の
閉
鎖
、
登
山
の
自
粛
に
加
え
、

活
動
拠
点
の
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の

閉
館
等
、
日
々
の
行
動
や
感
染
予
防
に
最
大

限
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
昨
年
度
の
活
動
実
績
、
結
果
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
主
た
る
業
務
は
３
つ
の
柱
で
構

成
さ
れ
、
年
間
約
５
０
０
０
時
間
の
活
動
時
間

を
各
業
務
に
割
り
当
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

①
指
導
・管
理
（パ
ト
ロ
ー
ル
等
） 

②
教
育
・解
説
（環
境
学
習
会
等
） 

③
情
報
発
信
・交
流
（イ
ベ
ン
ト
等
） 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
業
務
の
中
で
活
動
時
間
が
一

番
多
い
の
が
指
導
・管
理
に
関
わ
る
業
務
で

す
。
業
務
時
間
全
体
の
半
分
を
占
め
、
不
法

投
棄
の
発
見
や
、
登
山
道
・遊
歩
道
の
確
認
、

点
検
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
１
年
間
で

は
、
巡
回
中
に
発
見
し
た
不
法
投
棄
の
発
見

件
数
は
１
１
７
件
あ
り
、
そ
の
推
定
総
重
量
は

1.7
ト
ン
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

富
士
山
の
開
山
中
や
降
雪
の
あ
る
冬
季
は
、

北
麓
地
域
を
巡
回
す
る
日
数
の
減
少
に
伴
い

発
見
数
も
減
り
ま
す
が
、
月
平
均
約
10
件
の

不
法
投
棄
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
こ
こ
数
年
の
推
移
で
は
不
法
投
棄
は
増

加
し
て
お
り
、
平
成
29
年
か
ら
は
1.5
倍
に
増

え
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
の
内
訳
と
し
て
は
、

家
庭
用
品
が
約
４
割
、
家
電
が
約
２
割
、
レ

ジ
ャ
ー
・カ
ー
用
品
（廃
タ
イ
ヤ
含
む
）が
約
２

割
、
残
り
約
１
割
が
産
業
廃
棄
物
等
で
す
。 

 

こ
の
現
状
、
問
題
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

頂
き
、
不
法
投
棄
が
な
く
な
る
こ
と
が
私
た

ち
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
願
い
で
す
。 

 

そ
の
ほ
か
に
も
、
関
係
機
関
よ
り
委
託
を
受

け
毎
週
実
施
し
て
い
る
天
然
記
念
物
の
「
富
士

風
穴
定
点
調
査
」や
隔
月
の
三
湖
台
、
大
平

山
地
区
の
東
海
自
然
歩
道
の
定
期
点
検
（各
６

回
／
年
）等
、
環
境
保
全
、
維
持
に
努
め
て
い

ま
す
。 

 

次
に
教
育
・解
説
に
関
わ
る
業
務
で
す
。
例

年
、
企
業
や
学
校
、
団
体
向
け
に
環
境
学
習

会
等
の
開
催
、
主
に
県
内
を
対
象
と
し
た
出

張
講
座
の
実
施
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
の
自

然
観
察
園
を
活
用
し
た
自
然
解
説
等
、
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
全
体
の
約
１
割
強
の
時
間
（約
５
３
０

時
間
）を
割
り
当
て
29
件
の
団
体
、
約
１
千
名

の
皆
様
と
学
び
の
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
た
だ
残
念
な
が
ら
過
去
３
年
間
で
比
べ

る
と
そ
の
回
数
は
天
候
不
順
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
変
更
等
の
理
由
か
ら
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
今
後
も
多
く
の

方
々
が
富
士
山
と
ふ
れ
合
い
、
知
識
を
深
め
、

富
士
山
を
愛
す
る
心
や
環
境
保
全
の
意
識
を

育
む
こ
と
を
目
的
に
、
受
講
者
の
知
識
や
企

画
の
ね
ら
い
に
合
わ
せ
た
幅
広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
、
「楽
し
く
」
「た
め
に
な
る
」学
習

会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
校
外
学
習
や
研

修
な
ど
に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
は
こ
う
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
や
環
境

学
習
会
の
他
に
も
、
様
々
な
清
掃
活
動
等
、
地

域
に
根
付
い
た
環
境
保
全
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
特
定
外
来
種
対
策
会
議
、
山
静
神

不
法
投
棄
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
環
境
保

全
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
様
々
な
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
巡
回
中
に
撮
影
し
た
富
士
山
や
北

麓
地
域
の
素
晴
ら
し
い
自
然
の
写
真
を
選
り

す
ぐ
り
、
県
内
外
１６
カ
所
に
て
「富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
写
真
展
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 
令
和
元
年
度
（元
年
４
月
～
２
年
３
月
） 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

指
導
・管
理
業
務 

不法投棄内訳（令和元年度） 月別発見件数（令和元年度） 

教育・解説実施件数（３年間） 

令
和
元
年
度
の
活
動
実
績 

教
育
・解
説
業
務 

情
報
発
信
・交
流
活
動
業
務 
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富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
富
士
山
の
環
境

保
全
と
適
正
な
利
用
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
平
成
１７
年
度
よ
り
２
名
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
等
を
受
け
て
増
員
し
、
現
在
は
７
名
で
年

間
を
通
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
富
士
山
の

美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
、
富
士
北
麓
周
辺

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
夏
山
開
山
期
の
富
士
山
安

全
登
山
啓
発
、
清
掃
活
動
、
環
境
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。 

 

本
年
度
は
新
た
に
３
名
が
着
任
し
、
富
士

山
の
美
し
い
自
然
と
文
化
を
守
る
た
め
に
今

後
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

奥
原 

悟 

レ
ン
ジ
ャ
ー 

 

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
富
士
に
魅
せ
ら
れ
て
、
神
奈

川
か
ら
参
り
ま
し
た
。
趣
味
で
あ
る
ア
ウ
ト

ド
ア
活
動
の
中
で 

環
境
問
題
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
ら
が
そ
の
問
題
に

直
接
携
わ
る
べ
く
、
今
回
本
職
に
応
募
し
ま

し
た
。 

 

従
来
よ
り
古
道
歩
き
を
続
け
て
お
り
ま  

す
。
富
士
講
の
道(

東
京
日
本
橋
～
富
士
山

頂
）を
踏
破
す
る
事
に
よ
っ
て
、
世
界
遺
産 

と
し
て
の
富
士
山
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
富
士
山
は
古
来
よ

り
、
多
く
の
人
達
か
ら
崇
め
ら
れ
、
癒
し
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
自
然
・歴
史
・文
化

を
守
り
伝
え
る
任
務
の
一
翼
を
担
え
る
よ

う
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。 

 

大
森 

匠 

レ
ン
ジ
ャ
ー 

 

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
富
士
吉
田
市
で
、

幼
少
の
頃
か
ら
富
士
山
を
見
な
が
ら
生
活
し

て
き
ま
し
た
。
私
の
成
長
を
見
守
っ
て
き
て
く 

れ
た
富
士
山
を
美
し
い
状
態
で
今
後
も
残
し

た
い
と
い
う
思
い
や
、
私
の
趣
味
で
あ
る
登
山

を
始
め
た
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
富
士
山

の
素
晴
ら
し
い
自
然
や
景
色
を
多
く
の
人
に

伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
志
望
し
ま
し
た
。 

 

富
士
山
周
辺
に
も
多
く
の
自
然
が
あ
り
、

日
々
の
業
務
で
は
多
く
の
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
々
の
積
み
重
ね
を
大
切

に
し
て
自
身
を
成
長
さ
せ
て
い
き
、
美
し
い
富

士
山
と
そ
の
自
然
を
守
り
な
が
ら
、
私
が
学

び
、
得
た
こ
と
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。 

 

白
石 

浩
隆 

レ
ン
ジ
ャ
ー 

 

富
士
山
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
早
四
半

世
紀
。
登
山
や
自
然
解
説
の
ガ
イ
ド
、
哺
乳

類
・鳥
類
の
自
然
環
境
調
査
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。 

 
 

こ
れ
ま
で
は
自
然
を
利
用
す
る
側
の
立
場

だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
春
か
ら
富
士
山
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
籍
を
置
き
、
富
士
山
の
保
全
や
適

正
な
利
用
の
た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 
 

全
く
立
ち
位
置
の
違
う
中
で
戸
惑
う
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
一
日
で
も
早
く
日

常
業
務
を
覚
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
知

識
や
経
験
を
活
か
し
、
先
輩
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
お

手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

世界遺産センター北館前にてレンジャー７名 

新
た
な
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
迎
え
て 

新 
 

任 
 

レ 
 

ン 
 

ジ 
 

ャ 
 

ー 
 

紹 
 

介 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
今

年
の
富
士
山
は
い
つ
も
と
違
い
ま
す
。
す
べ
て

の
登
山
道
や
施
設
は
閉
鎖
さ
れ
、
今
年
は
富

士
山
に
登
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。 

 

今
年
は
な
ぜ
閉
山
な
の
か
？
閉
山
だ
と
山

は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
？
に
つ
い
て
、
例

年
の
状
況
を
交
え
、
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
世
界
中

に
拡
大
を
見
せ
、
国
内
で
も
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
発
熱
な
ど
症
状

が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
一
方
、
無
症
状
の
感

染
者
も
見
ら
れ
、
本
人
の
気
付
か
な
い
間
に

感
染
し
、
他
者
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
、
ま
さ
に
『見
え
ざ
る
敵
』で
す
。
こ
の

『見
え
ざ
る
敵
』に
対
し
て
、
手
洗
い
等
と
並

ん
で
感
染
拡
大
防
止
に
重
要
な
の
が
、
密
閉
・

密
集
・密
接
の
い
わ
ゆ
る
３
密
の
回
避
で
す
。 

 

富
士
山
の
登
山
道
（吉
田
ル
ー
ト
８
合
目
）

の
調
査
に
よ
る
と
、
開
山
期
に
は
１
日
に
２
千

人
、
多
い
日
に
は
４
千
人
以
上
の
登
山
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
富
士
山
の
山
小
屋
は
、
限
ら
れ
た
空

間
を
使
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
山
小
屋

で
の
３
密
を
避
け
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山
小
屋
で
の

感
染
予
防
対
策
は
非
常
に
難
し
く
、
富
士
山

を
訪
れ
る
多
く
の
登
山
者
を
受
け
入
れ
た
場

合
、
安
全
の
確
保
は
困
難
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
考
慮
し
て
吉
田
口
登
山
道
の
山
小
屋
組

合
で
は
協
議
を
重
ね
、
今
年
度
の
山
小
屋
を

全
面
的
に
休
業
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
例
年
７
合
目
や
８
合
目
に
設
置
さ
れ

て
い
る
救
護
所
は
開
設
さ
れ
ま
せ
ん
。
例
年

山
頂
付
近
に
配
置
さ
れ
て
い
た
登
山
者
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
誘
導
員
も
拠
点
と
な

る
山
小
屋
が
開
か
な
け
れ
ば
安
全
が
確
保
さ

れ
ず
活
動
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
落
石
や

台
風
に
よ
る
登
山
道
の
損
傷
、
遭
難
や
傷
病

者
の
発
生
な
ど
の
状
況
把
握
等
も
現
場
に
近

い
山
小
屋
と
５
合
目
の
現
地
連
絡
本
部
と
の

連
携
が
あ
っ
て
こ
そ
対
処
で
き
る
の
で
、
迅
速

な
登
山
道
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ク
ロ
ー
ラ
ー

（キ
ャ
タ
ピ
ラ
付
の
車
）を
使
っ
た
傷
病
者
の
搬

送
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
他
の
山
域
と
比

べ
、
登
山
経
験
の
浅
い
人
の
比
率
が
非
常
に
高

い
夏
の
富
士
山
の
特
性
を
鑑
み
て
も
、
登
山

者
や
関
係
者
の
安
全
が
十
分
に
確
保
で
き
な

い
登
山
道
を
開
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
夏
の
登
山
道

の
閉
鎖
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

夏
山
と
は
い
え
、
閉
山
と
な
る
富
士
山
は

例
年
と
は
全
く
異
な
り
、
危
険
度
は
遥
か
に

上
が
り
ま
す
。
山
小
屋
で
の
宿
泊
が
出
来
な

い
の
は
勿
論
の
こ
と
、
水
の
調
達
も
ト
イ
レ
の

利
用
も
出
来
ま
せ
ん
し
、
た
と
え
急
な
天
候

悪
化
が
起
き
て
も
緊
急
避
難
も
出
来
ま
せ

ん
。
ま
た
整
備
の
行
き
届
か
な
い
登
山
道
と

な
る
の
で
、
落
石
や
崩
落
の
危
険
性
は
高
ま

り
ま
す
。 

 

万
が
一
の
遭
難
が
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
施

設
が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
た
め
状
況
の
把
握
も

遅
れ
、
ク
ロ
ー
ラ
ー
も
稼
働
し
て
い
な
い
の

で
、
救
出
に
は
相
当
な
時
間
を
要
す
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
れ
で
も
登
山
に
自
信
の
あ
る
人
の
中
に

は
、
「山
小
屋
が
開
い
て
な
く
て
も
、
テ
ン
ト

を
担
い
で
、
水
も
食
糧
も
持
っ
て
上
が
れ
ば
行

け
る
」と
思
う
人
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
テ
ン
ト
の
設
営
は
落
石
に
遭

う
危
険
性
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
富
士
山
の

５
合
目
以
上
は
自
然
公
園
法
の
特
別
保
護
地

区
で
あ
る
た
め
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
意
外
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
吉
田

口
登
山
道
は
県
道
、
す
な
わ
ち
道
路
と
な
っ

て
い
ま
す
。
道
路
の
管
理
者
に
よ
り
「通
行
止

め
」と
さ
れ
た
道
路
を
許
可
な
く
通
行
す
る

こ
と
は
道
路
法
違
反
で
す
。
さ
ら
に
、
定
め
ら

れ
た
登
山
道
以
外
の
場
所
に
立
ち
入
り
、
自

然
を
損
傷
す
る
こ
と
は
自
然
公
園
法
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
整
備
さ
れ
て
い
な

い
砂
礫
帯
の
斜
面
を
進
む
こ
と
は
、
落
石
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
上
、
足
を
取
ら
れ

て
滑
落
す
る
可
能
性
も
あ
り
非
常
に
危
険
な

行
為
で
す
。 

 

山
は
逃
げ
ま
せ
ん
。
今
年
は
登
り
た
い
気
持

ち
を
ぐ
っ
と
抑
え
、
富
士
山
を
仰
ぎ
見
な
が

ら
、
感
染
症
の
終
息
を
願
い
ま
し
ょ
う
。 

富
士
登
山
関
連
最
新
情
報 

h
ttp

:/
/
w

w
w

.fu
jisa

n
-
clim

b
.jp

/
cu

rren
t_ 

sta
tu

s.h
tm

l  

 

２
０
２
０
年
夏 

 

富
士
山
は
全
て
の
登
山
道
が
閉
鎖 

 

今
年
は
な
ぜ
閉
山
な
の
か 

写真はイメージです。 

八合目救護所 

登山道整備の様子 

 

閉
山
だ
と 

 

山
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か 

トイレ等施設は全て閉鎖 

登山道整備もされない 
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写真展開催日程（予定） 

6月 7日（日）～ 6月21日（日） モンベル御徒町店 →中止 

6月10日（水）～ 8月27日（木） 富士山世界遺産センター（南館） 

6月30日（火）～ 8月26日（水）  談合坂SA（中日本エクシス）下り線 

9月  1日(火）～ 9月15日（火） 山梨県立図書館 

9月25日（金）～10月27日（火）  富士山クラブ もりの学校 

10月2日（金）～10月28日（水）  富士吉田市立図書館 

11月5日（木）～11月26日（木）  河口湖ショッピングセンターベル         

本年度も「富士山レンジャー写真展」を開催いたします。 

富士山北麓の環境保全活動を行っている山梨県富士山レンジャーが 

昨年度(2019年4月～2020年3月)巡回中に撮影した写真を展示します。 

富士山レンジャーならではの美しい富士山の風景や 

愛らしい動植物等の姿をご覧ください。 

富士山の環境保全について考えてもらうきっかけとなれば幸いです。 

11月12日（木）～12月 3日（木）  御殿場ビジターセンター 樹空の森  

12月 8日（火）～12月20日（日）  甲府市立図書館  

12月24日（木）～ 1月27日（水）  山梨中央銀行 富士吉田支店 

1月 9日（土）～ 1月20日（水）  防災新館 

2月 2日（火）～ 2月25日（木）  アウティングプロダクツ エルク 

2月 10日（水）～ 3月24日（水）  富士山世界遺産センター（北館）  

3月 2日（火）～ 3月25日（木）  富士河口湖町役場                     

※写真展は諸般の事情により中止となることがあります。 

最新の開催状況につきましては各会場、 

あるいは右記までお問合せ下さい。 

 

  ■富士山ボランティアセンター 

   山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

     富士山世界遺産センター北館内  担当：櫻井 

 

 TEL:0555-20-9229 /FAX:0555-72-4114 

  E-MAIL:fujisan@eps4.comlink.ne.jp 
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そぞろ あるき 
〈
写
真
① 

某
月
某
日 

テ
レ
ビ
の

Ａ
さ
ん
（
仮
名
）
は
、
雪
解
け
去
ら
ぬ

富
士
北
麓
の
某
林
道
脇
に
放
置
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
、
巡
回
中
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
発
見
さ
れ
た
。
冬
の
夕
暮
れ

前
、
帰
所
の
途
に
就
い
た
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
車
両
。
視
界
の
端
を
か
す
め
過
ぎ
て

い
く
林
の
中
か
ら
「
ふ
っ
と
呼
び
止
め

ら
れ
た
よ
う
な
錯
覚
を
お
ぼ
え
た
」
と

の
事
。
現
場
確
認
お
よ
び
管
轄
先
へ
の

報
告
は
速
や
か
に
お
こ
な
わ
れ
、
Ａ
さ

ん
は
後
日
「
無
事
」
に
回
収
さ
れ
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
の
不
法
投
棄
は
、

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
切
り
替
え
の
頃

に
増
え
た
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ

さ
ん
は
き
っ
と
そ
の
「
末
裔
」
で
あ
ろ

う
と
レ
ン
ジ
ャ
ー
た
ち
は
推
測
し
て
い

る
。
何
も
映
ら
な
い
画
面
を
道
側
に
向

け
て
佇
ん
で
い
た
Ａ
さ
ん
の
面
影
を
、

発
見
者
は
そ
の
後
も
通
り
が
か
る
度
に

思
い
出
す
そ
う
だ
。
曰
く
、
「
あ
の
日

本
当
に
、
Ａ
さ
ん
の
“
声
な
き
声
”
が

聞
こ
え
た
の
か
、
確
か
め
る
手
立
て
は

な
い
け
れ
ど
…
」
〉 

…
「
そ
ぞ
ろ
あ
る
き
」
、
此
度
は

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
し
て
お
り
ま
す
。
富

士
山
と
共
に
育
ま
れ
た
多
様
な
自
然
環

境
の
中
で
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の

日
々
の
巡
回
業
務
に
は
い
つ
も
た
く
さ

ん
の
出
会
い
と
発
見
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
！ 

時
と
し
て
望
ま
れ
な
い
、
さ

れ
ど
避
け
て
は
通
れ
な
い
不
幸
な
出
会

い
も
ま
た
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
い
わ
ゆ

る
「
不
法
投
棄
物
」
。
比
較
的
最
近
の

事
案
の
中
か
ら
、
幾
つ
か
「
代
表
者
」

た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

〈
写
真
② 

某
月
某
日 

扇
風
機
の

Ｂ
さ
ん
と
一
斗
缶
の
Ｃ
さ
ん
（
共
に
仮

名
）
は
、
東
海
自
然
歩
道
沿
い
の
私
有

林
に
遺
棄
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見

さ
れ
た
。
こ
の
日
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
直

後
に
別
の
不
法
投
棄
に
も
遭
遇
し
た
と

の
由
。
不
法
投
棄
の
発
見
や
ポ
イ
捨
て

ゴ
ミ
の
回
収
の
後
、
富
士
の
「
晴
れ

姿
」
を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
、
レ

ン
ジ
ャ
ー
た
ち
は
「
隠
語
」
で
「
さ
さ

や
か
な
徳
を
つ
ん
だ
お
蔭
様
」
と
言
っ

て
、
手
を
合
わ
せ
る
そ
う
だ
（
お
天
気

と
の
実
際
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
ま

だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
）
。
「
好
く
晴

れ
た
日
な
ん
か
に
は
、
天
を
仰
い
で
横

た
わ
っ
て
い
た
Ｂ
さ
ん
が
偲
ば
れ
る
ん

で
す
」
と
発
見
者
は
語
っ
て
い
る
。
〉 

〈
写
真
③ 

某
月
某
日 

週
明
け
の

朝
。
「
樹
海
内
の
遊
歩
道
傍
に
大
量
の

ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
る
」
と
の
情
報
が

寄
せ
ら
れ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
駆
け
付
け
る

と
、
Ｄ
さ
ん
た
ち
（
仮
名
）
の
無
残
な

姿
が
あ
っ
た
。
楽
し
い
宴
の
お
供
を
務

め
た
で
あ
ろ
う
彼
等
の
余
り
に
悲
し
い

末
路
に
、
「
彷
徨
え
る
Ｄ
さ
ん
た
ち
の

魂
と
替
れ
る
な
ら
ば
、
〈
何
故
に
吾
を

捨
て
給
う
や
〉
と
主
の
夢
枕
に
立
ち
た

い
気
持
ち
だ
っ
た
」
と
発
見
者
。
そ
し

て
、
「
救
い
を
も
と
め
る
よ
う
な
思
い

で
じ
ん
芥
処
理
場
を
訪
れ
た
（
写
真

④
）
。
得
ら
れ
た
の
は
、
流
転
す
る
万

物
に
お
い
て
は
元
来
ゴ
ミ
自
体
が
生
じ

な
い
！
不
法
投
棄
の
克
服
を
通
じ
て
人

類
の
叡
智
が
問
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う

確
信
で
あ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
〉 

さ
て
さ
て
。
不
法
投
棄
減
少
に
伴

い
、
当
欄
も
速
や
か
に
終
了
す
る
事
を

願
い
つ
つ
お
別
れ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

か
な
し
き
不
法
投
棄
物
列
伝
・ 

壱 

写真①⃣ブラウン管テレビのＡさん（雪の林内にて） 

写真②扇風機のＢさんと一斗缶のＣさん（早春の林内にて） 

写真③遺棄されたＤさんたち（青木ヶ原樹海にて） 

写真④リサイクルを待つ空缶（富士河口湖町じん芥処理場） 

番外篇！ 

あのう… 

ワレワレハ… 

無念でござる… 

生まれ変われるって 

素晴らしい♪♪♪♪ 

丁寧に分類されて、
再生可能な資源に
なります♪♪♪♪ 
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どれも作り方は簡単過ぎるほど簡単ですが、オレンジとミントはあらかじめ家で日干しにしておきま

す。オレンジは5ミリくらいの厚さの輪切りにして、ミントは茎から葉をはずさない状態で、それぞれ

1～3日、天日で干します。3日でミントはカラカラになります。オレンジはセミドライの状態です。 

Vol.4 ミントティー、バナナのホイル蒸し、干しオレンジのチョコレートのせ 

干しオレンジのチョコレートのせ 

1.板チョコレートを小さく割って干したオレンジにのせる。 

2.オレンジを焼き網にのせ、ガスバーナーで弱火にかける。 

3.チョコレートが少し溶けたらできあがり。 

※この焼き網は、ユニフレーム社の“ミニロースター”です。 

 アウトドア用で折り畳むことができます。下網と上網を組み立て 

 て使うようになっています。下網は特殊耐熱鋼製の目の細かい 

 メッシュになっていて、炎を通さずに熱に変えるため火が食材に 

 直接当たって焦げる、というようなことが少ない優れモノです。 

 その他の網でも大丈夫です。 

バナナのホイル蒸し 

1.バナナをアルミホイルに乗せてフォークで何か所か刺して穴を 

 少し開けておく。 

2.ディスペンパック“はちみつ＆マーガリン”をかける。 

（１で開けた穴は染み込みをよくするため） 

3.アルミホイルで全体を包み、フライパンに水を少し入れて火に 

 かける。 

4.火が通ったらできあがり。 

※ディスペンパックはキューピーから出ている、携帯用のマーガリンや  

 ジャムです。片手で持ってパカッと割ることができるアレです。 

 もちろん普通のはちみつ、マーガリンを使っても大丈夫です。 

※写真のフライパンはチタン製の軽量鍋の蓋で、フライパンとしても使 

 えるものです。手持ちの鍋や焼き網などでも可能です。 

ミントティー 

1.茎ごと干したミントは茎から葉を外す。 

2.シェラカップに葉を入れ、水を注ぎ、そのまま火にかけて 

 濃く色が出るまで煮る。 

※シェラカップはアウトドア用の平たいコップですが、ステンレスや 

 チタンなどで出来ています。煮たり焼いたりするのにも使え、目盛 

 りの付いたものであれば計量カップとしても使えます。 
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富士山世界遺産センターだより１３号 
 

調
査
研
究
担
当
で
は
、
富
士
山
の
世
界

遺
産
登
録
時
に
イ
コ
モ
ス
よ
り
示
さ
れ
た

課
題
で
あ
る
「下
方
斜
面
に
お
け
る
巡
礼

路
の
特
定
」を
達
成
す
る
た
め
に
、
継
続

的
に
富
士
山
の
道
の
総
合
的
な
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
一
部
と
し

て
、
富
士
山
の
信
仰
拠
点
を
結
ぶ
道
の
調

査
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

人
穴
道
調
査
に
つ
い
て 

 

富
士
山
の
構
成
資
産
の
ひ
と
つ
人
穴
富

士
講
遺
跡
（静
岡
県
富
士
宮
市
）は
、
富

士
講
の
祖
、
長
谷
川
角
行
が
修
行
し
た
場

と
し
て
道
者
達
の
間
で
霊
地
と
し
て
崇
め

ら
れ
た
場
所
で
あ
り
、
人
穴
道
と
は
大
田

和
（山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村
）
か
ら
甲

駿
国
境
（山
梨-

静
岡
県
境
）を
越
え
て
人

穴
ま
で
を
結
ぶ
道
で
す
。 

 

一
昨
年
度
に
行
っ
た
県
境
ま
で
の
道
の

調
査
の
続
き
と
し
て
、
昨
年
度
は
富
士
宮

市
教
育
委
員
会
に
協
力
い
た
だ
い
て
、
県

境
か
ら
人
穴
ま
で
を
踏
査
し
ま
し
た
。
人

穴
道
は
元
来
甲
斐
と
駿
河
を
つ
な
ぐ
重

要
な
生
活
道
路
の
一
つ
で
し
た
が
、
十
八

世
紀
に
富
士
講
が
流
行
し
、
富
士
参
詣
を

活
発
に
行
う
よ
う
に
な
る
と
、

道
者
達
の
信
仰
の
道
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
結
果
、
富
士
講
以
前

か
ら
神
聖
視
さ
れ
て
は
い
た
も
の

の
、
が
閑
静
な
場
所
で
あ
っ
た
人

穴
が
、
夏
の
富
士
開
山
期
に
道

者
で
賑
わ
う
霊
地
へ
と
変
化
し

ま
し
た
。 

 

現
在
こ
の
道
は
山
梨
県
側
は
ほ

ぼ
旧
道
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
静
岡
県
側
は
昭
和
十

七
年
に
人
穴
周
辺
が
陸
軍
少
年

戦
車
学
校
の
演
習
地
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

の
影
響
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
道
跡
が
確

認
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
第
４
集 

 

令
和
元
年
３
月
に
、
研
究
紀
要
『世
界

遺
産
富
士
山
第
４
集
』
を
発
行
し
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
、
人
穴
道
調
査
の
報
告
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

（http
:/

/
w

w
w

.fu
jisan

-
w

h
c.jp

） 

人穴道地図（山梨県立富士山世界遺産センター研究紀要『世界遺産富士山第3集』） 

 企画展「富士山と鎌倉道―御山の入口・新倉― 」 

◇日 時 ７月２２日（水）～ ９月２２日（火） 

※７月２８日（火）、８月２５日（火）は休館 

◇会 場 富士山世界遺産センター 南館 富士山ステーション 

◇内 容 富士山の登拝拠点吉田（富士吉田市上吉田）に近接する 

旧新倉村（富士吉田市新倉）、真宗寺院３ヵ寺を中心に発展してきたこの地域の考察を通じて、 

山麓の村落と富士山や富士信仰とのかかわりについて紹介します。  

人穴道調査の様子 
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■ 

山
梨
県
立 

 
 
 
 

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
示
紹
介 

 

当
セ
ン
タ
ー
に
は
、
大
鳥
居
を
模
し
た

「富
士
山
ゲ
ー
ト
」や
富
士
山
の
約
１
０
０

０
分
の
１
の
ス
ケ
ー
ル
で
作
ら
れ
た
和
紙

ば
り
の
富
士
山
を
全
方
位
か
ら
見
る
こ
と

の
で
き
る
「冨
嶽
三
六
〇
」な
ど
、
信
仰
や

芸
術
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
展
示
が
あ
り

ま
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
一
〇
号
で
も
い
く
つ

か
の
展
示
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
さ

ら
に
二
つ
の
展
示
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。  

 

 

● 

富
士
山
登
拝
体
験 

 

 

当
セ
ン
タ
ー
南
館
一
階
の
展
示
物
で

す
。
富
士
山
の
登
山
道
の
様
子
を
実
際
の

視
点
の
映
像
で
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
富
士
山
に
は
、
「吉
田
口
登
山
道
」、

「大
宮
・村
山
（富
士
宮
）口
登
山
道
」、

「須
山
（御
殿
場
）口
登
山
道
」、
「須
走
口

登
山
道
」、
の
四
つ
の
登
山
道
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
展
示
で
は
、
こ
の
四
ル
ー
ト
そ
れ

ぞ
れ
の
様
子
を
、
映
像
に
よ
っ
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
、
富
士
山
の
登
山
道
が
閉

鎖
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
、
富
士

登
山
を
予
定
し
て
い
た
方
や
富
士
登
山
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
来
館
し
、
来

た
る
富
士
登
山
に
備
え
て
み
て
は
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

● 

冨
士
北
麓
参
詣
曼
荼
羅 

 

当
セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
壁
画
で

す
。
こ
の
作
品
は
、
二
〇
一
六
年
の
セ
ン

タ
ー
開
館
に
あ
た
り
、
現
代
日
本
を
代
表

す
る
画
家
の
一
人
で
あ
る
、
山
口
晃
さ
ん

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
壁
画

に
は
、
幻
想
的
な
夏
の
夜
の
富
士
山
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
登
山
道
や
御
師
住
宅
な

ど
富
士
山
信
仰
に
ま
つ
わ
る
も
の
も
多
く

描
か
れ
て
お
り
、
新
し
い
富
士
山
の
見
方

が
で
き
る
よ
う
な
作
品
に
仕
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

  

       

    

     

  

■ 

胎
内
樹
型 

 

胎
内
樹
型
と
は
、
溶
岩
樹
型
の
中
で
信

仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
溶
岩

樹
型
と
は
、
流
れ
る
溶
岩
に
覆
わ
れ
た
樹

幹
が
燃
焼
し
、
溶
岩
の
み
が
冷
え
固
ま
っ

て
、
燃
え
た
樹
幹
の
部
分
が
空
洞
と
な

り
、
で
き
た
洞
穴
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
信

仰
の
場
と
な
っ
た
溶
岩
樹
型
の
う
ち
、
人

の
胎
内
に
似
て
い
る
も
の
を
特
に
「
御
胎

内
」と
呼
び
、
信
仰
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
洞
内
を
巡
り
、
身
を
清
め
る

「胎
内
巡
り
」と
呼
ば
れ
る
信
仰
行
為
が
、

富
士
講
信
者
に
よ
っ
て
、
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
胎
内
樹
型
の
中
で
も
代
表
的
な

も
の
が
、
世
界
遺
産
「富
士
山
」の
構
成
資

産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「船
津
胎
内
樹

型
」と
「吉
田
胎
内
樹
型
」で
す
。 

 

ま
た
、
「船
津
胎
内
樹
型
」な
ど
は
、
生

命
の
起
源
と
な
る
母
胎
の
臓
器
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
安
産
祈
願
の
対

象
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

● 

船
津
胎
内
樹
型 

 
九
三
七
年
の
噴
火
の
際
に
で
き
た
、
横

臥
型
の
溶
岩
樹
型
で
す
。
全
長
が
六
十
八

メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
入
り
口
に
は
無
戸
室

浅
間
神
社
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
術

上
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
と
し
て
一
九
二

九
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
も
「胎
内
巡
り
」を

す
る
こ
と
が
で
き
、
安
産
祈
願
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。 

● 

吉
田
胎
内
樹
型 

 

船
津
胎
内
樹
型
と
同
じ
く
九
三
七
年
の

富
士
山
の
噴
火
の
際
に
で
き
た
溶
岩
樹
型

で
す
。
吉
田
胎
内
樹
型
も
一
九
二
九
年
に

学
術
上
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
は
一

般
公
開
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
毎
年
四
月

に
行
わ
れ
る
「お
焚
き
上
げ
」で
有
名
な

胎
内
祭
の
時
に
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。 

            
 

船津胎内樹型 

冨士北麓参詣曼荼羅 富士登拝体験 

吉田胎内樹型 



富士山環境学習支援プログラム 

 

 富士山ボランティアセンターでは、多くの人が富士山とふれあい、知識を深め、富士山

を愛する心や環境保全の意識を育むことを目的として、山梨県富士山レンジャーによる富

士山学習の支援事業を実施しております。交通費や謝礼は一切必要ありません。各種研修

に是非ご活用ください。 

 

実 施 日  原則として平日の毎日 

実施時間  ９時30分～16時の間（プログラムは30分～） 

受 講 料  無料 

対 象   各種団体、企業等、および児童、生徒、学生（教員向け研修もあります） 

定 員  最大25名まで（25名以上は応相談） 

 

《申込方法｠ 

原則として希望日の１か月前までにお申込み下さい。 

申込書に必要事項をご記入いただき、Fax、E-mail、または郵送にてお送り下さい。 

その他、詳細については富士山ボランティアセンターＨＰにてご確認ください。 

 https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/  

 

《注意事項》 

・ 申し込み状況やレンジャーの活動等により、ご希望の日程に添えないことがございます。 

・ 申込み、問合せおよび打合せは責任者が行なって下さい。旅行業者等による代行はお受けできません。 

・ マスク着用や参加者の体調管理など感染症防止対策については、受講団体様にてご対応下さい。 

富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくこと目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 
（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 
E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newslatter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/maillmagazine/
regist.html 

出張講座の様子 富士山世界遺産センターでの学習会 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/

